
　

平
成
２１
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
５
７
５
７
万
６
０

０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
４

１
億
８
０
５
７
万
６
０
０
０
円
に
す
る

と
と
も
に
、
一
中
と
六
中
の
統
合
中
学

校
建
設
で
導
入
す
る
（
仮
称
）
門
真
市

立
統
合
中
学
校
整
備
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
係

る
経
費
と
し
て
、
２１
年
度
か
ら
３８
年
度

ま
で
の
１８
年
間
で
３４
億
４
４
０
万
円
を

限
度
と
し
た
債
務
負
担
行
為
を
追
加
す

る
も
の
で
、
本
案
は
各
常
任
委
員
会
に

分
割
付
託
し
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
障
害
者
自

立
支
援
対
策
臨
時
特
例
基
金
特
別
対
策

事
業
費
補
助
金
１
０
６
９
万
３
０
０
０

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事

業
内
容
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
障
害
者

自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
事
業
者
に

対
す
る
運
営
の
安
定
化
等
を
図
る
た
め

の
通
所
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
促
進
事
業
、

事
業
運
営
安
定
化
事
業
及
び
進
行
性
筋

萎
縮
症
者
療
養
等
給
付
事
業
受
給
者
激

変
緩
和
措
置
の
３
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

通
所
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
促
進
事
業
は
、

生
活
介
護
事
業
等
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
及

び
短
期
入
所
に
お
け
る
送
迎
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
事
業
者
に
対
し
助
成
す
る

も
の
で
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
１
事

業
所
に
つ
き
年
額
３
０
０
万
円
と
送
迎

に
要
す
る
専
従
職
員
人
件
費
及
び
燃
料

費
等
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
、
短
期

入
所
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
今
年
度

か
ら
の
新
規
事
業
で
片
道
１
８
６
０
円

を
そ
れ
ぞ
れ
助
成
し
、
事
業
運
営
安
定

化
事
業
は
、
身
体
障
が
い
者
更
正
施
設

等
の
旧
体
系
施
設
に
お
け
る
報
酬
額
に

　

建
設
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、（
仮

称
）
門
真
市
立
統
合
中
学
校
整
備
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
の
債
務
負
担
行
為
限
度
額
の
積

算
根
拠
と
内
訳
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

先
行
事
例
を
参
考
に
、
杭
工
事
費
や
空

つ
い
て
、
日
払
い
の
額
が
従
前
の
月
払

い
に
よ
る
報
酬
額
の
９０
％
を
下
回
る
場

合
に
、
そ
の
差
額
に
対
し
て
助
成
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
進
行
性
筋
萎
縮
症
者
療
養
等

給
付
事
業
受
給
者
激
変
緩
和
措
置
は
、

１８
年
１０
月
の
法
改
正
に
伴
う
利
用
者
負

担
額
の
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
助
成
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
３
事
業
の
実

施
年
度
は
２３
年
度
ま
で
と
の
こ
と
で
し

た
。

調
工
事
費
な
ど
現
場
実
態
の
加
算
額
と

最
近
の
府
内
の
施
工
費
を
勘
案
の
上
、

積
算
し
た
も
の
で
、
設
計
・
建
設
・
工

事
監
理
費
の
建
設
関
係
と
し
て
２７
億

円
、
警
備
業
務
及
び
建
築
設
備
の
保
守

管
理
業
務
等
の
維
持
管
理
費
等
と
し
て

１５
年
間
で
約
３
億
円
、
補
助
金
や
起
債

充
当
額
を
除
く
民
間
出
資
金
の
割
賦
利

息
と
し
て
約
４
億
円
の
計
約
３４
億
円
で

あ
り
、
入
札
公
告
時
に
は
入
札
予
定
額

を
公
表
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
地
元
説
明
会
の
開
催
状
況
を

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
本
年
５
月
７
日
に

実
施
方
針
及
び
要
求
水
準
案
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
そ
の
内
容
を
も

と
に
５
月
１９
日
よ
り
古
川
橋
、
浜
町
中

央
及
び
北
小
学
校
の
校
区
ご
と
の
自
治

会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
対
象
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

対
し
説
明
会
を
順
次
行
っ
て
い
る
が
、

一
通
り
説
明
会
を
終
え
た
時
点
で
再
度

開
催
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
の
上
、

対
応
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
基
金
事

業
費
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
事
業
年

度
は
２３
年
度
ま
で
の
予
定
で
、
現
在
、

土
・
日
、
祝
日
に
放
置
自
転
車
の
多
い

京
阪
古
川
橋
駅
・
大
和
田
駅
周
辺
で
、

１
日
５
時
間
、
各
２
人
で
行
っ
て
い
る

街
頭
指
導
に
つ
い
て
、
土
・
日
、
祝
日

を
含
む
週
５
日
間
、
１
日
８
時
間
、
雇

用
人
数
４
人
の
年
２
０
０
日
延
べ
８
０

０
人
の
予
定
で
、
街
頭
指
導
に
よ
り
駐

輪
場
の
利
用
啓
発
に
努
め
る
。
な
お
、

雇
用
期
間
は
原
則
１
年
以
上
で
、
新
規

雇
用
の
募
集
に
当
た
っ
て
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
及
び
（
仮
称
）
総
合
的
就
職
・

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
就
職

困
難
者
の
雇
用
確
保
に
努
め
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
全
事
業
費
に
占
め
る
新

規
雇
用
者
の
人
件
費
比
率
は
５０
％
以

上
、
賃
金
は
大
阪
府
の
最
低
賃
金
以
上

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事

業
費
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業
を
行
う

場
合
の
雇
用
条
件
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
、
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
反
対

の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

住　
　
　

所　

島
頭
３
丁
目
２２
番
７
号

電　
　
　

話　
（
０
７
２
）

　
　
　
　
　
　
８
８
４

－

２
１
８
１

生
年
月
日　

昭
和
４４
年
３
月
６
日

会　
　
　

派　

無
所
属

常
任
委
員
会　

民
生
常
任
委
員
会

　

門
真
市
立
市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

昨
年
１０
月
に
一
部
オ
ー
プ
ン
し
た
同
セ

ン
タ
ー
に
、
会
議
室
を
２
室
増
設
し
、

７
月
か
ら
全
面
オ
ー
プ
ン
す
る
と
と
も

に
、
現
在
直
営
の
同
セ
ン
タ
ー
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
登

録
団
体
の
利
用
状
況
を
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、
登
録
団
体
は
２１
年
５
月
末
現
在
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
５
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
３
団
体
の
計
８
団
体
で
、
主
に

福
祉
関
係
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
定
例

会
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
会
議
室
で
開
催

し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
、
印
刷
機
、
コ

ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
る
作
業
ス
ペ
ー

ス
の
み
を
定
期
的
に
利
用
し
て
い
る
団

体
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
会
議
室
増
設
後
の
展
望
に
つ

い
て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
定
員
３０
人
の

会
議
室
を
開
設
す
る
こ
と
か
ら
、
市
民

を
対
象
に
し
た
講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を

企
画
し
、
利
用
し
た
い
と
い
う
意
向
を

各
団
体
か
ら
聞
い
て
お
り
、
ま
た
５
月

に
設
置
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
議
会
の
会
議

や
連
絡
調
整
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

次
に
、
同
制
度
導
入
の
理
由
に
つ
い

て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
市
民
公
益
活
動
を
活

性
化
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
公
民

協
働
の
象
徴
と
し
て
の
同
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
市
民
公
益
活

動
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
て
使
命
感
を

持
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
ね
る
こ
と
が

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
お
り
、
候
補
者

の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
参
入
機
会
の

拡
充
や
透
明
性
・
公
平
性
確
保
の
観
点

か
ら
も
、
公
募
・
提
案
型
に
よ
る
選
定

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
に
は
、
施
設
の

設
置
目
的
や
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、

施
設
管
理
運
営
の
み
な
ら
ず
、
提
案
に

よ
る
協
働
促
進
の
た
め
の
事
業
や
調
査

な
ど
も
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
は
、
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま

し
た
。

　

平
成
２１
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
５
日
に
開
会
し
、
「
公
共
下
水

道
北
島
管
渠
築
造
工
事
（
３
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
な
ど
、

市
長
提
出
議
案
１１
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
並
び
に
同
意
し
、
６
月

９
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
５
月
２９
日
に
開
か
れ
た
第
２
回
臨
時
会
で
は
、
市
長
提
出
議

案
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」
を
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
会
の
あ
ゆ
み

（
平
成
２１
年
６
月
１
日
〜
７
月
３１
日
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
第
２
回
定
例
会
開

会
）

民
生
常
任
委
員
会

建
設
文
教
常
任
委
員
会

総
務
水
道
常
任
委
員
会　

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
第
２
回
定
例
会
閉

会
）

市
長
選
挙
及
び
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
告
示

市
長
選
挙
及
び
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
投
票
・
開
票　

行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員

会東
部
大
阪
治
水
対
策
促
進
議

会
協
議
会
他
都
市
視
察

淀
川
左
岸
治
水
促
進
期
成
同

盟
総
会

門
真
市
都
市
計
画
審
議
会

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
議

会
臨
時
会

飯
盛
霊
園
組
合
議
会
定
例
会

く
す
の
き
広
域
連
合
議
会
臨

時
会

河
北
市
議
会
議
長
会

６
・
１

　
　
５

　
　
８

　
　
９

        　
　
　

１４

　
　

２１

　　
　

２４

７
・

８
〜
９

　
　

１３

　
　

１５

　
　

２２

　
　

２４

　
　

２８

　
　
３１

五味聖二議員

統合中学校統合中学校

約３４億円４億円

補
正
予
算
な
ど
１２
議
案
を
可
決

補
正
予
算
な
ど
１２
議
案
を
可
決

補
正
予
算
な
ど
１２
議
案
を
可
決

補
正
予
算
な
ど
１２
議
案
を
可
決

補
正
予
算
な
ど
１２
議
案
を
可
決

補
正
予
算
な
ど
１２
議
案
を
可
決

第
２
回
定
例
会
を
開
会

第
２
回
定
例
会
を
開
会　

市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

統合中学校
PFI事業費
約３４億円

議
員
の
紹
介

議
員
の
紹
介

新任新任

全
面
オ
ー
プ
ン

全
面
オ
ー
プ
ン

公
民
協
働
の
象
徴

　

市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
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公
共
下
水
道
南
野
口
管
渠
築
造
工
事

請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　

１
億
３
０
５
１
万

　
　
　
　
　
　

２
９
０
０
円

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
２２
年
３
月
３１
日

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
総
務
水
道
常

任
委
員
会
で
は
、
本
工
事
の
落
札
率
が

８１
・
２８
％
で
、
昨
年
の
土
木
工
事
の
平

均
落
札
率
約
７５
％
と
比
較
し
て
高
い
こ

と
か
ら
、
要
因
に
つ
い
て
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、
今
回
と
昨
年
度
は
と
も
に
最
低

制
限
価
格
で
の
落
札
率
で
あ
る
が
、
本

市
の
最
低
制
限
価
格
は
、
国
の
通
達
に

よ
る
低
入
札
価
格
調
査
基
準
価
格
モ
デ

ル
を
参
考
に
設
定
し
て
お
り
、
昨
年
、

関
係
省
庁
に
よ
る
連
絡
会
議
で
契
約
の

ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
や
公
共
工
事
の
品
質

確
保
、
赤
字
受
注
に
よ
る
下
請
け
へ
の

し
わ
寄
せ
に
対
応
す
る
よ
う
同
モ
デ
ル

の
見
直
し
を
図
る
と
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
た
同
モ
デ
ル
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

本
市
に
お
い
て
も
最
低
制
限
価
格
の
積

算
方
法
を
本
年
４
月
１
日
に
改
正
し
た

こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
工
事
検
査
の
内
容
に
つ
い
て

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
建
設
工
事
の
検
査

は
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

請
負
契
約
の
適
正
な
履
行
を
確
保
す
る

た
め
実
施
す
る
も
の
で
、
本
市
で
は
１

３
０
万
円
以
上
の
建
設
工
事
で
完
成
検

査
を
実
施
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
前
の
配
筋
検
査
な

ど
、
完
成
時
に
重
要
な
部
分
が
検
査
で

き
な
い
場
合
の
随
時
検
査
や
、
既
に
完

成
し
た
部
分
を
使
用
す
る
た
め
の
中
間

検
査
、
部
分
払
い
の
請
求
が
あ
っ
た
際

に
工
事
の
出
来
形
検
査
を
実
施
し
、
工

事
の
適
正
な
執
行
と
品
質
の
確
保
に
努

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
案
は

全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
契
約
に
つ
い
て
も
付
託

を
受
け
た
総
務
水
道
常
任
委
員
会
で
慎

重
審
査
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決

し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
北
島
管
渠
築
造
工
事

（
３
）
請
負
契
約
の
締
結

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　

１
億
７
３
２
０
万

　
　
　
　
　
　

２
７
５
０
円

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
２２
年
３
月
３１
日

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
民
間

企
業
の
一
時
金
の
急
速
か
つ
大
幅
な
減

少
を
背
景
に
行
わ
れ
た
、
２１
年
５
月
１

日
付
の
人
事
院
勧
告
及
び
諸
般
の
状
況

を
踏
ま
え
、
一
般
職
の
職
員
の
夏
期
一

時
金
に
つ
い
て
、
期
末
手
当
０
・
１５
月
、

勤
勉
手
当
０
・
０５
月
の
計
０
・
２
月
分

の
減
額
を
行
い
、
議
員
並
び
に
特
別
職

の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
０
・
２
月
分

の
減
額
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
案
は
、
５
月
２９
日
の
第
２
回
臨
時

会
に
上
程
さ
れ
、
採
決
に
当
た
っ
て
は

反
対
の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
政
府
は
未
曾
有
の
経
済
危
機

を
克
服
す
る
た
め
、
本
年
４
月
に
「
経

済
危
機
対
策
」
を
策
定
し
、
２１
年
度
補

正
予
算
案
を
国
会
に
提
出
し
成
立
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
中
で
は
、
地
方
の

逼
迫
し
た
財
政
事
情
を
考
慮
し
、
地
方

負
担
の
軽
減
策
な
ど
も
図
ら
れ
て
お
り
、

地
方
に
お
け
る
公
共
投
資
の
た
め
の
臨

時
交
付
金
や
、
温
暖
化
対
策
、
少
子
高

齢
社
会
へ
の
対
応
、
安
心
・
安
全
の
実

現
の
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る
臨
時
交

付
金
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
市
議
会
で
は
、
地
方
自
治

体
の
財
源
確
保
の
た
め
、
経
済
危
機
対

策
な
ど
に
伴
う
地
方
負
担
の
軽
減
を
求

め
る
意
見
書
（
全
文
は
別
掲
の
と
お
り
）

を
全
員
賛
成
で
可
決
し
、
直
ち
に
政
府

関
係
機
関
等
に
送
付
し
て
内
容
の
実
現

を
求
め
ま
し
た
。

　

去
る
５
月
２７
日
に
開
催
さ
れ
た
第
８５

回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お

い
て
永
年
勤
続
議
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

本
市
議
会
か
ら
も

　
（
３０
年
表
彰
）

　

大　

本　

郁　

夫　
　

議　

員

　
（
１０
年
表
彰
）

　

福　

田　

英　

彦　
　

議　

員

が
表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
議
長
会
部
会
長
並
び
に
地

方
分
権
改
革
道
州
制
調
査
特
別
委
員
会

委
員
と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　

日　

高　

哲　

生　
　

議　

員

に
は
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
で
は
６
月
５
日
の
定
例
会

の
開
会
に
先
立
ち
、
表
彰
状
等
の
伝
達

を
行
い
、
満
場
の
拍
手
で
そ
の
栄
誉
を

た
た
え
、
ま
た
園
部
市
長
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

日
高
議
員
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

本
案
は
、
四
宮
土
地
区
画
整
理
事
業

の
換
地
処
分
を
行
う
に
当
た
り
、
清
算

金
の
分
割
徴
収
の
期
間
や
分
割
徴
収
に

付
す
る
利
子
の
利
率
を
改
め
る
と
と
も

に
、
清
算
金
の
徴
収
に
係
る
督
促
手
続

と
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
を
定
め
る

た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
清
算
金
の
内
訳
を
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、
相
殺
後
の
件
数
は
、

清
算
金
徴
収
が
３２
件
、
清
算
金
交
付
が

２
０
３
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
金
額
は
１
億

６
２
０
０
万
円
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
分
割
徴
収
の
期
間
１０
年

以
内
の
根
拠
と
適
用
条
件
、
督
促
手
数

料
と
延
滞
金
の
根
拠
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
、
答
弁
が
あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

大
阪
市
都
島
区
都
島
中
通
３
丁
目

１４―

９
コ
ス
モ
都
島
２
番
館
３
０
１

　
　
　
こ　

  　

 

た
に　
　

た
か　
　

ゆ
き  

小
谷
隆
幸

　　

本
案
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
提
案
さ

れ
た
も
の
で
、
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

経済危機対策などに伴う地方負担の軽減を求める意見書
　我が国が直面している未曾有の経済危機を克服するため、政府
においては、４月１０日に「経済危機対策」を策定し、平成２１
年度補正予算案を国会に提出し成立したところである。この対策
の中では、地方の逼迫した財政事情を考慮し、地方負担の軽減策
なども図られており、地方における公共投資のための臨時交付金
や、温暖化対策、少子高齢社会への対応、安心・安全の実現のた
めの事業を実施する臨時交付金なども盛り込まれている。
　よって政府は、地方自治体の財源確保のため、下記の点に十分
配慮していただき、きめ細かな対策を講じるよう強く要請する。

記
１　地域活性化・公共投資臨時交付金（１．４兆円）及び地域活
性化・経済危機対策臨時交付金（１兆円）、さらには、経済対
策関連の地方自治体に配分される１５の基金などの運用に当
たっては、それぞれの地域の実情や創意工夫に応じて柔軟に対
応できるよう配慮すること。
２　消費生活相談窓口の機能強化を図るため、積み増しが予定さ
れている地方消費者行政活性化基金については、人件費にも充
当できるようにすること。
３　臨時的に平成２１年度から３カ年の財源措置が行われている
基金など、その後の地方負担のあり方について、十分検討を行
うこと。
４　平成２１年度まで実施されている公債費負担軽減対策の継続
や、地方税の還付加算金のあり方について、急激に悪化してい
る地方税財源の状況を勘案して検討を行うこと。

■第２回臨時会で決まったこと

■第２回定例会で決まったこと

■市政に対する一般質問

議案第29号 可 　 決一般職の職員の給与に関する条例等の一部改
正について

番　　号 件　　　　　名 議決結果

報告第 2 号

報告第 3 号

報告第 4 号

報告第 5 号

承認第 8 号

承認第 9 号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議員提出議案
第 ３ 号

議決不要

議決不要

議決不要

議決不要

承 　 認

承 　 認

可 　 決

可 　 決

可 　 決

可 　 決

可 　 決

可 　 決

可 　 決

可 　 決

同 　 意

可 　 決

門真市土地開発公社の経営状況について

平成20年度門真市一般会計繰越明許費繰越計
算書について

平成20年度門真市公共下水道事業特別会計繰
越明許費繰越計算書について

平成20年度門真市水道事業会計予算繰越計算
書について

専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度門真市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第１号）について）

専決処分の承認を求めることについて（平成21
年度門真市老人保健事業特別会計補正予算（第
１号）について）

公共下水道北島管渠築造工事（３）請負契約の
締結について

公共下水道南野口管渠築造工事請負契約の締
結について

一般職の職員の給与に関する条例及び門真市職
員の厚生制度に関する条例の一部改正について

門真市税条例の一部改正について

門真市立市民公益活動支援センター条例の一
部改正について
　
東部大阪都市計画四宮土地区画整理事業施行
規程の一部改正について

門真市都市公園条例の一部改正について

平成21年度門真市一般会計補正予算（第２号）

固定資産評価審査委員会委員の選任について

経済危機対策などに伴う地方負担の軽減を求
める意見書

１　子育て支援について
　⑴　乳幼児医療助成制度の拡充について

１　保育所民営化について
　⑴　現状と問題点について
　⑵　市の責任、関与（チェック）について
２　幸福町・中町まちづくり基本計画について
　⑴　庁内体制について
　⑵　整備手法と問題点について
　⑶　市保有地の売却について
　⑷　事業実施に当たっての住民合意につ
いて

１　学校適正配置（学校統廃合）実施方針に
ついて
　⑴　四宮小学校の廃校決定等の問題点に
ついて

番　　号 件　　　　　名 議決結果

質　　問　　要　　旨

１　農業振興について
　⑴　農業振興条例や農業振興ビジョンの
策定について

　⑵　門真市は、門真の農業をどのように位
置づけ、評価しているのかについて

　⑶　生産緑地の現状をどのように認識し
ているのかについて

　⑷　「農業振興促進奨励金制度」や「市民農
園促進奨励金制度」の創設について

　⑸　伝統野菜「門真レンコン」の掘り手育
成の援農ボランティア活動について

　⑹　「防災協力農地登録制度」の創設につ
いて

　⑺　大阪府の「都市農業の推進及び農空間
の保全と活用に関する条例」制度の活用
について

質　　問　　要　　旨

地
方
負
担
の
軽
減
を
求
め

地
方
負
担
の
軽
減
を
求
め

永年勤続議員へ永年勤続議員へ
表彰状等を伝達表彰状等を伝達

意
見
書
を
可
決

意
見
書
を
可
決

意
見
書
を
可
決

意
見
書
を
可
決

契
約
案
件
２
件
を
可
決

契
約
案
件
２
件
を
可
決

職
員
の
夏
期
一
時
金

職
員
の
夏
期
一
時
金

０
・
２
月
分
を
減
額

０
・
２
月
分
を
減
額

職
員
の
夏
期
一
時
金

職
員
の
夏
期
一
時
金

０
・
２
月
分
を
減
額

０
・
２
月
分
を
減
額

人
事
案
件
に
同
意

人
事
案
件
に
同
意

人
事
案
件
に
同
意

職
員
の
夏
期
一
時
金

０
・
２
月
分
を
減
額

第2回臨時会契
約
案
件
２
件
を
可
決

意
見
書
を
可
決

地
方
負
担
の
軽
減
を
求
め

東
部
大
阪
都
市
計
画
四
宮
土
地
区
画

整
理
事
業
施
行
規
程
の
一
部
改
正

永年勤続議員へ
表彰状等を伝達

かどま議会だより（7月号）_裏面 サイズ 273mm（W） × 403mm（H）

平成21年8月１日
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